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計画策定期間等の変更について

１ 策定スケジュールの変更

・本市では、今年度策定に取り組んでいる次期総合計画について、今後の新型コロナウ

イルス感染症の影響等を見極めた上で策定するため、策定スケジュールを３か月後ろ

倒しすることとしている。

・総合都市計画および国土利用計画は、上位計画である次期総合計画の将来都市像や目

指すべき将来人口、推進計画等との整合を図る必要があることから、同計画の策定ス

ケジュールの変更に伴い、総合都市計画および国土利用計画についても同様に３か月

程度延長し、令和３年６月の策定に変更しようとするもの。

▲ 主な上位関連計画

２ 変更後の策定スケジュール（予定） 詳細は裏面参照

【令和２年度】

令和２年７月～11月 地域別まちづくりの意見募集（ワークショップ代替調査）

令和２年７月～２月 第４回～第６回策定委員会

（全体構想、地域別構想、実現化方策）

12月 11月市議会定例会建設委員会報告

（基本理念、目標、将来都市構造、全体構想素案）

令和３年２月 第７次総合都市計画・第４次国土利用計画(原案)の作成

３月 ２月市議会定例会建設委員会報告（両計画原案）

【令和３年度】

令和３年４月～５月 両計画(原案)に関する住民説明会、意見募集

５月 第７回策定委員会

６月 ６月市議会定例会建設委員会報告（両計画案）

秋田市都市計画審議会に両計画(案)を諮問

第７次総合都市計画・第４次国土利用計画の策定

※（　）は策定年月○秋田市総合計画
・基本構想（R02.12 → R03.03）
・推進計画（R03.03 → R03.06）

○第5次秋田市農林水産業・農村振興基本計画
○秋田市環境基本計画

○第７次秋田市総合都市計画
-都市計画マスタープラン-

（R03.03 → R03.06）

○ふるさと秋田元気創造プラン

○秋田県国土利用計画
○秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略

（R03.03 → R03.06）
○第４次秋田市国土利用計画
（R03.03 → R03.06）

○都市計画区域の整備、開発

及び保全の方針

-都市計画区域マスタープラン-

○第2次秋田市総合交通戦略
○第2次秋田市公共交通政策ビジョン
○秋田市住生活基本計画

○第2期秋田市中心市街地活性化基本計画
○秋田市緑の基本計画

○秋田市立地適正化計画

整合

資料１



- 2 -

変 更 後 当 　初

令
和
２
年
度

５月

６月

７月

８月

９月

10月

令
和
３
年
度

４月

５月

６月

年月

11月

12月

１月

２月

３月

まちづくり

ワークショップ

地域別住民説明会

パブリックコメント

◇９月市議会定例会

建設委員会 報告
・基本理念

・目標

・将来都市構造

・全体構想

◇11月市議会定例会

建設委員会 報告
・計画（原案）

◇６月市議会定例会

建設委員会 報告
・計画（案）

◇11月市議会定例会

建設委員会 報告
・基本理念

・目標

・将来都市構造

・全体構想

地域別まちづくりの

意見募集

□総合計画基本構想 議決

◇２月市議会定例会

建設委員会 報告
・計画（案）

◇２月市議会定例会

建設委員会 報告
・計画（原案）

□総合計画基本構想 議決

○都市計画審議会 諮問
・計画（案）

○都市計画審議会 諮問
・計画（案）

地域別住民説明会

パブリックコメント

◎総合都市計画および国土利用計画の策定

◎総合都市計画および国土利用計画の策定

●第４回策定委員会
・全体構想

・地域別構想

・実現化方策

●第５回策定委員会
・全体構想

・地域別構想

・実現化方策

●第７回策定委員会
・計画（案）

●第４回策定委員会
・全体構想

・地域別構想

・実現化方策

●第６回策定委員会
・計画（原案）

●第７回策定委員会
・計画（案）

●第６回策定委員会
・計画（原案）

●第５回策定委員会
・全体構想

・地域別構想

・実現化方策

変更後の策定スケジュール（案）における検討の進め方

▲ 検討の進め方（左：変更後、右：変更前）
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調査① 調査

調査②

調査③

調査結果（地域の強み・弱み）

調査結果（必要な取組・重視すべき内容）

結果の共有・フィードバック

結果の共有・フィードバック

基幹調査 補完調査

各地域におけるまちづくりの方向性

３ 地域別まちづくりの意見募集（ワークショップ代替調査）について

(1) 概要

・新型コロナウイルス感染症の影響等により、対面によるワークショップの開催が困

難であることや、今後の見通しが不透明であることなどから、代替調査により、市

民の意見等を抽出し、地域の特性やその活用方法、地域に必要な施策などについて

とりまとめた検討内容を計画に反映する。

・代替調査は、ワークショップの「参加者が、他者の意見を共有し、検討を積み上げ

ていく」という利点が得られるよう、資料提供・意見募集により、結果のフィード

バックをしながら多段階の調査を実施する。

(2) 対象者および調査方法

・まちづくりに関心がある市民（ワークショップ参加予定者・市民１００人会等）を

対象に、調査票と関係資料の送付による「基幹調査」と、Ｗｅｂアンケートや市ホ

ームページアンケート機能などを活用した「補完調査」の２種類の調査により実施

する。

(3) 調査内容

ア 基幹調査（合計３回）

・第１回調査 ： 各地域の「強み」や「弱み」など、地域特性の抽出

・第２回調査 ： 強みの活用や弱みの改善に必要な取組や方向性の整理

・第３回調査 ： 強みの活用や弱みの改善に必要な取組や方向性の整理

将来イメージ・重視すべき内容（キーワード）の抽出

イ 補完調査（合計１回）

・Ｗｅｂアンケート（１８歳以上の市民 ７地域合計６５０人対象）

・検討状況を公表するとともに、同様の調査項目を市ＨＰからも回答を可能にする。

※調査結果は、主に、基幹調査の参考資料として活用

▲ 地域別まちづくりの意見募集 調査の流れ


